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行

＊
そ
の
他
、杉
並
区
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、杉
並
区
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
及
び
杉
並
区
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
の
審
議
、報
告
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

＊
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
も
報
告
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。全
て
の
議
事
録
は
５
月
中
に
は
杉
並
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

総
務
財
政
委
員
会（
２
月
24
日
）

議
案
第
16
号　
（
仮
称
）天
沼
保
育
園
建
設
事
業
の
委
託
契
約
に
つ
い
て

議
案
第
16
号　
（
仮
称
）天
沼
保
育
園
建
設
事
業
の
委
託
契
約
に
つ
い
て

議
案
第
16
号　
（
仮
称
）天
沼
保
育
園
建
設
事
業
の
委
託
契
約
に
つ
い
て

議
案
第
17
号　
令
和
２
年
度
杉
並
区
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
12
号
）

Topic

予
算
特
別
委
員
会 

意
見
開
陳（
３
月
10
日
）

Topic

予
算
特
別
委
員
会 

総
務
財
政
分
科
会
*5（
３
月
3
日
）

Topic

松
本
：
現
天
沼
保
育
園
は
２
階
に
ゆ
う
ゆ
う
館
を
併
設
し
て
い
る
が
、両
施
設
間
の
世
代
を
超
え
た
交
流
は

行
わ
れ
て
い
る
か
。

保
育
施
設
担
当
課
長
：
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
で
き
て
い
な
い
が
、例
年
は
ゆ
う

ゆ
う
館
に
園
児
が
招
待
さ
れ
て
輪
投
げ
を
し
た
り
、保
育
園
で
お
遊
戯
を
披
露
し
た
り
、合
同
で
避
難
訓
練
を

行
っ
た
り
し
て
い
る
。

松
本
：
今
後
の
保
育
施
設
で
は
地
域
の
子
育
て
を
支
援
す
る
機
能
を
持
た
せ
る
、と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、（
仮

称
）天
沼
保
育
園
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
予
定
か
。

保
育
施
設
担
当
課
長
：
あ
く
ま
で
事
業
者
が
主
体
的
に
行
う
も
の
な
の
で
、今
後
運
営
を
担
う
事
業
者
が
決

ま
っ
た
ら
十
分
に
相
談
し
て
い
く
。

松
本
：
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
が
13
億
５
７
０
０
万
円
の
減
額
補
正
*4
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

特
別
定
額
給
付
金
担
当
副
参
事
：
全
て
の
対
象
者
に
漏
れ
な
く
給
付
で
き
る
よ
う
、Ｄ
Ｖ
等
避
難
者
な
ど
住
民

登
録
で
き
て
い
な
い
方
分
の
余
裕
を
取
っ
た
こ
と
に
加
え
、応
援
職
員
と
連
携
し
、申
請
書
の
封
入
封
緘
に
つ
い

て
は
外
部
に
委
託
せ
ず
、職
員
の
手
で
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
経
費
の
節
減
が
で
き
た
。

松
本
：
国
勢
調
査
が
４
７
０
０
万
円
の
減
額
補
正
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

特
命
事
項
担
当
副
参
事
：
コ
ロ
ナ
禍
で
の
調
査
と
い
う
こ
と
で
、調
査
員
向
け
の
説
明
会
を
外
部
委
託
せ
ず
、

職
員
で
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
削
減
で
き
た
。

議
案
第
27
号　
令
和
２
年
度
杉
並
区
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
13
号
）

松
本
：
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の
申
請
実
績
増
に
つ
い
て
、予
算
上
何
件
を
見
込
み
、直
近
の
実
績
が
何
件
に

な
っ
て
い
る
か
。

健
康
推
進
課
長
：
当
初
予
算
で
は
６
９
０
件
と
見
込
ん
で
い
た
が
、２
月
22
日
時
点
で
７
４
３
件
と
な
っ
て
い
る
。

松
本
：
申
請
が
増
え
た
要
因
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
、ま
た
助
成

事
業
の
増
加
に
連
動
し
て
、専
門
相
談
の
活
用
も
増
え
て
い
る
か
。

健
康
推
進
課
長
：
昨
年
菅
政
権
で
特
定
不
妊
治
療
に
関
す
る
取
組
が
マ
ス
コ

ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
た
か
と
考
え
る
。相

談
も
17
組
24
人
と
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。

松
本
：
専
門
相
談
に
つ
い
て
、今
後
の
取
組
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
か
。

健
康
推
進
課
長
：
現
在
は
直
接
対
面
す
る
形
で
専
門
相
談
を
受
け
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
リ
モ
ー
ト
形
式
も
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、

来
年
度
リ
モ
ー
ト
形
式
も
検
討
し
て
い
る
。（
右
下
へ
続
く
）

松
本
：
リ
モ
ー
ト
形
式
を
か
ね
て
か
ら
提
案
し
て
い
た
の
で
、
ぜ
ひ
そ
の
形
で
進
め
て
ほ
し
い
。

松
本
：
区
政
経
営
計
画
書
に
は
Ｂ
Ｐ
Ｒ
*9
に
つ
い
て
の
記
載
が
盛
り
込
ま
れ
た
。来
年
度
ぜ
ひ
、効
率
的
な
行

政
運
営
に
資
す
る
目
的
で
の
Ｂ
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

情
報
政
策
課
長
：
来
年
度
は
昨
年
12
月
に
全
業
務
を
対
象
に
実
施
し
た「
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
関
す
る
現
状
調

査
」の
結
果
を
基
に
、定
例
的
で
件
数
が
多
い
業
務
に
Ａ
Ｉ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ
*10
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
*11
の
導
入
を
図
る
な
ど
、外
部

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
活
用
し
な
が
ら
、Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
視
点
を
踏
ま
え
、業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

松
本
：
区
制
施
行
90
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、令
和
３
年
度
予
算
案
で
１
６
５
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
を
見
な
が
ら
必
要
な
経
費
を
補
正
予
算
計
上
す
る
、と
い
う
考
え

は
な
か
っ
た
の
か
、見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長
：
ご
指
摘
の
よ
う
な
考
え
も
あ
ろ
う
が
、１
０
０
周
年
も
視
野
に
入
れ
た
記
念
事
業
と
な
る
と
こ

れ
ま
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
と
し
て
も
準
備
に
は
一
定
の
時
間
が
か
か
る
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、応
援
体
制
の
拡
大
な
ど
に
よ
っ
て
当
初
予
定
通
り
準
備
が
進
ま
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。た
だ

し
事
業
の
骨
格
だ
け
で
、詳
細
は
こ
れ
か
ら
固
め
て
い
く
の
で
、内
容
に
即
し
た
適
切
な
予
算
の
執
行
に
努
め

て
い
く
。

松
本
：
発
災
時
に
避
難
所
に
向
か
う
べ
き
か
、在
宅
・
垂
直
*12
避
難
を
選
択
す
べ
き
か
、と
い
う
時
の
考
え
方

に
つ
い
て
、防
災
課
と
し
て
定
義
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
。

防
災
課
長
：
震
災
時
は
在
宅
避
難
が
基
本
、そ
の
上
で
家
が
倒
壊
・
焼
失
な
ど
家
に
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、

ま
た
家
は
無
事
だ
が
大
火
災
の
延
焼
の
危
険
性
が
あ
る
場
合
、震
災
救
援
所
や
広
域
避
難
場
所
に
避
難
す

る
。水
害
時
の
垂
直
避
難
は
予
め
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸
水
の
想
定
を
確
認
し
た
上
で
、上
階
が
な
い
場

合
、避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
出
た
場
合
、身
の
危
険
を
感
じ
た
場
合
に
避
難
す
る
。

松
本
：
避
難
場
所
に
行
く
と
備
蓄
品
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
、と
い
う
理
由
で
震
災
救
援
所
等
に
集
ま
る
人

が
増
え
る
と
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
在
宅
避

難
等
で
も
備
蓄
品
の
希
望
が
出
せ
る
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

防
災
課
長
：
備
蓄
品
は
自
助
で
３
日
分
家
庭
内
備
蓄
す
る
の
が
原
則
だ
が
、現
状
で
も
登
録
を
行
え
ば
、震
災

救
援
所
に
避
難
し
て
い
な
く
て
も
、食
料
・
水
な
ど
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
大
き
な
力
に
な

る
と
い
う
認
識
は
あ
る
が
、発
災
時
の
混
乱
の
中
で
も
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
い
く
つ
か
の
課
題
が
残
る
た
め
、

今
後
の
技
術
の
進
展
を
見
守
り
た
い
。

松
本
：
代
表
質
問
に
対
す
る
答
弁
で
、押
印
を
要
す
る
手
続
き
の
合
理
性
等
に
つ
い
て
、２
月
中
を
目
途
に
統

一
的
な
基
準
を
含
め
た
見
直
し
方
針
を
策
定
す
る
と
し
て
い
た
が
、方
針
の
策
定
状
況
は
。

総
務
課
長
：
23
区
に
対
す
る
調
査
を
行
い
、そ
の
結
果
の
分
析
や
関
係
課
と
の
調
整
に
時
間
を
要
し
て
お
り
、

来
週
に
は
方
針
を
策
定
し
４
月
か
ら
押
印
の
見
直
し
に
取
り
組
む
。（
右
下
へ
続
く
）

松
本
：
令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
案
の
財
政
規
模
は
１
９
９
０
億
２
５
０
０

万
円
、財
政
計
画
上
の
当
該
年
度
は
１
９
４
４
億
５
８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
連
経
費
は
い
く
ら
計
上
さ
れ
て
い
る
か
。

財
政
課
長
：
当
初
予
算
案
で
は
約
11
億
円
。別
に
補
正
予
算
で
40
億
円
計
上
し
て
い
る
。

松
本
：
事
業
の
廃
止
・
縮
小
等
に
つ
い
て
資
料
を
い
た
だ
き
ま
し
た
*6
。区
施

設
の
改
修
・
改
良
工
事
で
１
億
43
百
万
円
余
、中
学
校
の
施
設
整
備
で
１
億
27
百
万
円

余
が「
縮
小
」と
な
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
先
送
り
か
、工
事
内
容
を
純
減
さ
せ
る
の
か
。

営
繕
課
長
：
縮
減
に
つ
い
て
は
、「
基
本
方
針
*7
」を
踏
ま
え
、施
設
の
劣
化
状
況
や
安

全
性
を
精
査
し
た
上
で
、一
部
の
工
事
に
つ
い
て
先
送
り
し
た
も
の
。

松
本
：
区
債
を
発
行
す
る
目
的
に
つ
い
て「
世
代
間
の
負
担
の
公
平
性
」と
答
弁
さ
れ
て
い
ま
す
が
、区
施
設
の

負
担
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
み
れ
ば
そ
の
通
り
で
は
あ
る
も
の
の
、区
民
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
の
は
税
だ
け
で
は

な
く
、年
金
・
医
療
・
介
護
等
の
社
会
保
障
経
費
も
負
担
し
て
い
る
。「
納
め
得
」「
納
め
損
」と
い
う
観
点
で
、世

代
間
で
ど
れ
く
ら
い
の
格
差
が
出
る
の
か
に
つ
い
て
、少
し
前
に
学
習
院
大
学
の
鈴
木
亘
教
授
が
出
さ
れ
た
試

算
を
引
用
す
る
と
、１
９
６
０
年
生
ま
れ
の
方
は
年
金
で
マ
イ
ナ
ス
２
０
０
万
円
、医
療
で
プ
ラ
ス
５
２
０
万

円
、介
護
で
プ
ラ
ス
50
万
円
、社
会
保
障
全
体
で
は
３
７
０
万
円
の
プ
ラ
ス
に
な
る
一
方
、２
０
０
５
年
生
ま
れ
の

方
は
年
金
が
マ
イ
ナ
ス
２
５
１
０
万
円
、医
療
マ
イ
ナ
ス
７
２
０
万
円
、介
護
マ
イ
ナ
ス
２
５
０
万
円
で
全
体
で

マ
イ
ナ
ス
３
４
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。社
会
保
障
費
の
面
で
は
明
ら
か
に
世
代
間
の
負
担
感
に
不
公
平
が

あ
る
こ
と
を
斟
酌
し
て
、せ
め
て
区
財
政
に
お
い
て
は
、将
来
世
代
の
た
め
に
現
役
世
代
が
一
定
程
度
よ
り
多
く

の
痛
み
を
分
か
ち
合
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、こ
の
意
見
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

政
策
経
営
部
長
：
国
も
過
重
な
負
担
を
後
の
世
代
に
先
送
り
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
。だ
か
ら
こ
そ
全

世
代
型
社
会
保
障
改
革
を
推
進
し
て
い
く
と
理
解
し
て
い
る
。そ
の
上
で
国
は
住
民
間
・
世
代
間
の
負
担
の
調

整
を
公
平
性
の
観
点
か
ら
図
っ
て
い
て
、そ
れ
が
起
債
*8
の
機
能
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
る
。区
も
同
じ
考

え
方
の
元
、世
代
間
の
公
平
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
施
設
建
設
の
際
に
一
定
程
度
区
債
を
発
行
し
て
い

る
。

（
左
上
へ
続
く
）

*9 

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｒ
ｅ‐

ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
の
略
で
、抜
本
的
な
業
務
ル
ー
ル
の
改
革
の
こ
と

*10 

Ａ
Ｉ
は
Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｆ
ｉ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ 

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ（
人
工
知
能
）の
略
、Ｏ
Ｃ
Ｒ
は
Ｏ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ｅ

ｒ 

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｒ
、紙
文
書
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
読
み
込
み
、書
か
れ
て
い
る
文
字
を
認
識
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
技
術
の
こ
と

*11 

Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ｉ
ｃ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
こ
と
で
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
定
型
作
業
を
代
行
す
る
こ
と
。Ａ
Ｉ‐

Ｏ
Ｃ

Ｒ
で
手
書
き
の
申
請
書
を
読
み
、Ｒ
Ｐ
Ａ
で
シ
ス
テ
ム
に
情
報
を
入
力
す
る
、と
い
う
一
連
の
流
れ
を
全
自
動
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る

*12 

建
物
屋
内
の
２
階
以
上
の
安
全
を
確
保
で
き
る
高
さ
に
移
動
す
る
こ
と

*4 

計
上
し
た
予
算
額
に
対
し
て
消
化
し
た
実
績
が
少
な
い
状
態
で
確
定
さ
せ
る
際
の
手
続
き
で
、年
度
末
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
。実
績
が
少
な
い
理
由
が
合
理
化
に
よ
る
も
の

な
の
か
、想
定
通
り
に
進
捗
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
な
の
か
を
こ
こ
で
は
質
問
し
て
い
ま
す
。

*5 

緊
急
事
態
宣
言
中
の
予
算
委
員
会
開
催
に
あ
た
り
、議
決
な
ど
の
議
会
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、区
職
員
と
議
員
の
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、特
定
的

に
分
科
会
形
式
で
予
算
の
審
議
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。総
務
財
政
分
科
会
に
は
、令
和
３
年
度
杉
並
区
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
全
部
、歳
出
の
議
会
費
、総
務
費
、職
員
費
、公
債

費
、諸
支
出
金
、予
備
費
、債
務
負
担
行
為
、地
方
債
、一
時
借
入
金
が
分
担
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、３
つ
の
議
案
も
分
科
会
の
中
で
審
議
し
ま
し
た
。

*6 

日
常
的
に
区
政
に
関
す
る
問
合
せ
は
各
議
員
が
し
て
い
て
、必
要
に
応
じ
て
資
料
の
提
供
も
い
た
だ
く
の
で
す
が
、予
算
と
決
算
の
審
議
前
に
は
正
式
な

資
料
請
求
の
フ
ロ
ー
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、そ
の
資
料
を
使
う
時
に
は
資
料
番
号
を
読
み
上
げ
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

*7 

２
０
２
０
年
９
月
４
日
に
区
の
経
営
会
議
で
決
定
し
た「
令
和
３
年
度
予
算
編
成
に
関
す
る
基
本
方
針
」の
こ
と
。コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
税
収
が
１
０
０

億
円
減
る
こ
と
を
覚
悟
し
、「
費
用
対
効
果
を
冷
徹
に
見
極
め
、徹
底
し
た
経
費
削
減
・
精
査
に
努
め
る
こ
と
」「
事
業
の
必
要
性
や
目
的
、実
施
効
果
を
再
確
認

す
る
と
と
も
に
、必
ず
事
業
の
見
直
し
・
廃
止
・
整
理
統
合
・
縮
小
を
検
討
す
る
こ
と
」「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
」と
い
っ
た
厳
し
い
文
言
と
共
に
、経
費
の
節
減
や
事
業
の

見
直
し
を
求
め
て
い
る
文
書
。全
文
は
以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

*8 

債
券
を
発
行
す
る
こ
と

【意見の要旨】
・予算案について、施策面と財政面から審議を行った。
・施策面では「施策目標の達成」と「コロナ対策」を観点とした。質疑を通じてこ
の点に関する区の姿勢を確認し、必要な予算が概ね計上されていることを確
認した。施策目標の達成状況については、令和4年秋に行われる決算審査で
最終的に確認する。
・財政面では、「新型コロナウイルス感染症の影響による厳しさを見据えて予
算編成がされているか」「既定事業等の見直しや事業費の縮減にメスを入れ、
歳出削減に取り組んだか」「行財政改革を推進し、財源を生み出す姿勢が見ら
れたか」を観点とした。
・予算編成については、東京23区中12区が予算規模を縮小している中、杉並
区は予算規模を拡大していることや、財政計画との比較においても財政構造
上の課題が見受けられることから、持続可能な財政運営には不安が残ると判
定。
・歳出削減について、質疑対象の1547億円余に対して各部合計の縮減額は18
億円弱、削減率1.15％に留まり、かつ縮減額には次年度以降への先送りも多
く含まれており、削減が十分に行われたとはいえない。
・財政効果見込み額*13は6億8千万円余で前年度比7％減となっており、これ
まで以上に財源を生み出す姿勢が見られるとはいえない。
・以上３つの視点から、財政面の評価として、持続可能な財政の健全性を確保
されたものとは判断できなかった。
→議案第21号　令和3年度杉並区一般会計予算については反対
・令和3年度分の補正予算は、議案に計上されている現状の予算額が、現段階
で未決、かつ我が会派が反対の予算案を基準としているため、意見開陳時点
では賛否を留保
・その他の議案には賛成
締め括りに：伝国の辞より「国家は先祖より子孫へ伝え候　国家にして我私
(わたくし)すべき物にはこれ無く候」
→杉並区とその財政は先祖から子孫へ伝えられるものであり、今を生きる私
たちの私物ではない。持続可能な財政運営を確保するために、議会側から提
言を続けていく。

不妊治療の環境改善、
経済面以外でも実現されました!

*13　財源確保の取組のうち、予め計画に定めた取組（システム再構築や区立保育園の民営化推進など）によって創
出されたと見込まれる金額のこと。

水害ハザードマップは
こちらからご確認いただけます。

意見開陳の全文はこちら
からご確認いただけます。

各
分
科
会
で
の
審
査
結
果
を
踏
ま
え
、令
和
３
年
度
杉
並
区
一
般
会
計
予
算
に
反
対（
そ
れ
以
外
の
各
議
案
に
賛
成
）

の
意
見
開
陳
を
行
い
ま
し
た
。


